
修の麗饉衛閻励留っJ向飢
2011年の大地震と大津波に運動した原発事故は私たちに人口の小ささと愚かさを気
づかせてくれました.しかしそれから 6年を経た今、あの時の気持ちは徐々に忘れられ
ようとしています.でも、原発の事故処理は全く終わつておらず、放射線の形喜がどの
ようなものかも、いまたに奥態が兄えません.今回、第 1部では生麟系がどのようにな
つてきているのかを中心に『原発事故で、生きものたちに何がおこつたか。』の著者にお

話していただきます.また、第 2部で福島の子どもたちの様子も報告していただき、事
故の形薔がどのようにあらわれているのか、考えてみたいと思います.

永幡嘉之 (なかはた ,よ しゆき)

1973年、兵庫県生まれ.山形県山形市在住。自然写真家.

信州大学大学院農学研究科修士課程修了.専門は保全生物学.

日本チヨウ類保全協会事務局員。東北地方と極東ロシアを舞

台に、里山の歴史を撮つつづける.2011年の東日本大震災
以降は、津波跡地での動植物の調査・保全にあたる。警壽に

1巨大津波は生態系をどう変えた/Dli(講談社)、 1.自畑華太郎

―ある野勢毘虫学者の生涯1(無明舎出版)などがある。
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轟鋳 :麟繊17軍心日3日 (土)爾露:露9～ 11:30

内害 :第 1部 鷹演  『原発事故で、生きもの運に何がおこつたか。』
購目  永幡嘉之氏 (自然写真家)

第 2部 報告  『福島の子どもたちとともに』
大石恵子氏 (ふくしまつ子リフレッシュ :n大磯 代表 )

まとめ  上通息子 (レイチェル・カーソン日本協会 会長 )

場爾 :日比谷目書文化館 地下六ホーJL(日おヒ谷公園肉)
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B.2500円 (サイン入りの書書付)
(申 し込み時に A・ Bどちらかお遍びください。|

1  当日受付の■合はAのみです)        |

申し込み先  TEL&FAX 04二 7184■ 57951島 藤
Eメール 1 5995xj@bma:Ⅲ igiobe,ne.,pl     ll■ |

一拳 加 費
A. 1000円
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